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発 災 
 

1．自分自身の安全確保 

2．従業員、同僚、家族の安否確認 

3．安否確認（ＡＬＳＯＫ、ＭＣＳ） 

4．状況の確認と報告（本部または災害拠点薬局へ） 

 外傷者の有無（本人、従業員、周辺住民等） 

 建物等の被害状況（倒壊、火災等） 

 電気、水道、ガス等の供給状況 

 道路状況（通行の可否、信号の状況、事故、渋滞状況等） 

 通信機器、伝達方法 

5．決められた医療救護所等にて医療救護活動 
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１．業務継続の基本方針 

１）町田市薬剤師会の役員・職員及び来会者の安全確保 

２）町田市との防災協定に基づいた災害医療救護活動 

３）被災した会員薬局の早期復旧への支援 

４）重要な業務の継続 

 

２．業務継続の具体的方針 

町田市薬剤師会は、災害規模及び町田市薬剤師会事務局の被災状況に応じ

て、被災時における対応業務を最優先して、できうる限りの業務継続を行

う。また、発災後、速やかに町田市薬剤師会災害対策本部を組織し、地域及

び被害の大きい地域への医療救護活動を支援する。 

 

１）町田市薬剤師会 役員、職員の避難及び安全の確保 

（１）ALSOK 安否確認システム又は MCS 及び災害時優先電話等により、薬剤師

会役員、職員、地区内の薬局、薬剤師会会員の安否を確認する。 

２）町田市との防災協定に基づいた医療救護活動 

（１）災害医療救護活動に対する支援  

① 医薬品供給に関する防災安全課・医薬品卸業者との交渉  

② 災害薬事センター、緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所の医療

救護活動に関する情報収集 

③ 薬剤師班派遣に関する対応 

（２）町田市医師会・歯科医師会との災害医療救護活動に関する連携 

（３）東京都薬剤師会との災害受援体制に関する連携 

３）被災した会員薬局の早期復旧への支援  

（１）会員薬局の被災情報の収集 

（２）会員薬局機能維持のための支援 

４）業務再開 

町田市薬剤師会において再開する通常業務は、発災時刻及び発災後からの状況変

化を考慮して、経時的に定める。 

 

  緊急医療救護所 

  発災直後に災害拠点病院、災害拠点連携病院の敷地内、または近隣に設置

される医療救護所。開設期間は 14 日間。 

  震災時医療拠点 

  発災直後に市内 3 カ所の市立学校に設置される救護活動を行う避難施設。

救護連絡所よりも優先して開設される。開設期間は 14 日間。 

  救護連絡所 

  3 日目以降、必要に応じて市内 5 カ所に設置される仮救護所。救護活動を

行う避難施設。 



3 
 

３．薬剤師会災害対策本部の設置 

 震度５強以上 

薬剤薬剤師会事務局の 

被害被害状況を確認 

現状確認担当 

事務職員在席時 事務職員 

事務職員出勤時間外 防災担当者、事務職員 

休日・夜間 防災担当者、事務職員 

被害状況の連絡 本部として 

使用可能な場合 

Ｅ・メール（原則）にて 

関係者に連絡 

（会長、各副会長、防災担当者） 

本部として 

使用不可能な場合 

本部長より、設置場所の指

示を得てから関係者に連絡 

 

４．緊急時の行動 

 震度５強以上 震度６弱以上 

会長（本部長） 

各副会長 

防災担当者 

薬剤師会災害対策本部 

（薬剤師会事務局）に集合 

事務局との連絡 

薬剤師会災害対策本部 

（薬剤師会事務局）に集合 

事務局との連絡 

理事 待機 

本部へ近隣の状況報告 

任務地に移動 

担当業務遂行 

本部へ近隣の状況報告 

災害拠点薬局 

（薬剤師班班長） 

本部へ近隣の状況報告 

（近隣薬局の状況も取りま

とめて報告） 

書式： 発災時状況報告 

指定緊急医療救護所等に移動 

医療救護活動 

本部へ救護所および 

近隣の状況報告 

災害活動薬剤師 本部へ近隣の状況報告 指定緊急医療救護所等に移動 

医療救護活動 

（会員）薬局 災害拠点薬局へ状況報告 

書式： 発災時状況報告 

近隣緊急医療救護所等に移動 

救護関連業務の遂行 

 

５．「近隣の状況報告」報告事項（発災直後） 
□ 外傷者の有無（本人、従業員、周辺住民等）  

□ 建物等の被害状況（倒壊、火災等）  

□ 電気、水道、ガス等の供給状況  

□ 道路状況（通行の可否、信号の状況、事故、渋滞状況等）  

□ 通信機器、伝達方法  
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６．各部署の役割概要 
 

 

 

 

 

 

１）各担当者 

① 町田市薬剤師会災害対策本部：佐藤、鯨岡（表５，表６） 

② 災害薬事コーディネーター：佐藤 

③ 災害拠点薬局：表８ 

④ 災害活動薬剤師：表９ 

 

２）町田市薬剤師会災害対策本部 

 ◇震度５強以上で設置（３時間以内、業務時間外は６時間以内） 

  
 被害状況を確認し、震災時医療拠点、救護連絡所への薬剤師の派遣、

医薬品の調達を進める 

   災害薬事センター設置後は派遣、調達業務は移行する 

 ◇薬局からの情報収集 

   被害状況の確認 

   活動可能薬剤師の確認と指示 

   開局状況の確認、開院状況の確認 

 ◇緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所からの情報収集 

   必要に応じて緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所からの

情報収集を行う 

 ◇町田市災害対策本部との情報交換 

   状況の確認 

 ◇災害薬事センター（災害薬事コーディネーター）との情報交換 

   薬剤師班の編成準備 

 ◇東京都薬剤師会との情報交換 

   他地域からの薬剤師班に関する情報 

 ◇医師会、歯科医師会との情報交換 

   医師、歯科医師、薬剤師の配置状況 

 ◇近隣薬剤師会との情報交換 

   相互協力事項の確認 

 ◇薬剤師班の編成 

   災害薬事センター、都薬、医師会等の情報を元に薬剤師班を編成 
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３）災害薬事コーディネーター（町田市災害薬事センターの統括者） 

 ◇緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所からの情報収集 

   薬剤師の過不足状況の判断 

   医薬品の過不足の判断 

 ◇薬剤師班の派遣 

 
 

 緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所からの情報を元に薬

剤師班の派遣等、調整を行う 

 ◇医薬品卸業者との情報交換 

   医薬品等の発注 

   医薬品等の受入れ 

   医薬品等の配分 

 ◇近隣薬局との情報交換 

   医薬品供出に伴う情報 

 ◇薬剤師会災害対策本部との情報交換 

   薬剤師班の派遣要請、スケジュール 

   必要な物品に関する情報 

 ◇その他の業務 

   医薬品、一般用医薬品の仕分けと管理 

   避難施設の衛生管理・防疫対策への協力 

   

 参考：災害薬事コーディネーターの役割（町田市地域防災計画より） 

 ① 市内の医薬品供給状況を踏まえた医薬品の管理に関する調整業務 

 ② 薬剤師チームの動員等に関する調整業務 

 ③ 市災害医療コーディネーター及び災害拠点病院等の病院薬剤師との

連携協力 

 

４）災害拠点薬局（薬剤師班班長） 

 ◇緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所における医療活動 

   医療活動状況の報告 

   薬剤師班を統括 

   現場の統括者の指示に従い医療救護活動を支援 

 備蓄医薬品等薬剤の管理 

 

５）災害活動薬剤師 

 ◇医療活動 

   指定された緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所に参集 

   薬剤師班班長の指示に従い医療救護活動に参加 
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７．発災時における指揮命令系統 

１）町田市薬剤師会災害対策本部の設置 

（１）発災直後の対応 

① 気象庁が発表する目安震度５強以上において、事務局に在中する事務員、

もしくは近隣の役員・職員が町田市薬剤師会事務局（薬剤師会災害対策本

部）の被害状況を確認する。 

 

② 正副会長、災害担当役員及び指名された職員は速やかに町田市薬剤師会事

務局に集合する。（表５、表６） 

 

③ ②以外の役員・職員は近隣の状況を確認し本部に連絡する。 

震度５強の場合は、本部からの指示を待って待機する。 

震度６弱以上の場合は、指定された役割に従って行動する。 

 

（２）町田市薬剤師会事務局使用不能時の対応 

① 町田市薬剤師会事務局が薬剤師会災害対策本部として使用不能と判断さ

れた場合は本部長（会長）に連絡の上、設置場所の指示を得る。 

 

② 設置場所が決定次第、災害対策連絡網に従ってＥ-メール若しくは災害時

優先電話を使用して関係者に連絡を行う。 

 

③ 町田市薬剤師会事務局が使用不可能な場合、下記の順位で設置場所を検討

する。 

１．町田市市庁舎内 ２．町田市保健所内 ３．町田市健康福祉会館内 

 

２）町田市薬剤師会の役割  

（１）町田市薬剤師会会長の役割 

① 町田市薬剤師会災害対策本部統括指揮者（本部長）として各部署に指令を

出す。 

② 災害薬事センター（町田市災害対策本部に隣接）に出向し情報収集・分析・

行動指示を掌る。 

 

（２）災害薬事コーディネーターの役割  

① 災害薬事センターに出向し「災害救助法」の適用を確認し、必要な指示を

出す。 

② 町田市災害対策本部及び町田市災害医療コーディネーターと連携した対

応を行う。 

③ 知りえた情報は町田市薬剤師会災対本部とも共有し適切な状況判断の下

協働する。 

④ 町田市薬剤師会災害対策本部からの情報に基づいて町田市災害対策本部

及び町田市災害医療コーディネーターと具体的対応策を検討する。 
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（３）防災担当副会長の役割（鯨岡） 

① 町田市薬剤師会災害対策本部において統括者を補佐する。（副本部長） 

② 状況により町田市災害対策本部に出向する。 

（４）防災担当副会長以外の副会長の役割（井上、高橋） 

① 町田市薬剤師会災害対策本部において統括者を補佐し図１に従った業務

を実行する。 

② 統括者及び防災担当副会長が業務遂行不能となった場合はあらかじめ決

定された業務をそれぞれの副会長が代行する。 

（５）防災担当（理事）の役割（高田、橋本、森永、山田） 

① 町田市薬剤師会災害対策本部の立ち上げを速やかに行う。 

② 町田市内の被災状況の情報収集のために、必要に応じて災害拠点薬局の薬

剤師班班長や災害活動薬剤師に先遣隊として派遣指示を行う。 

③ 図１の業務を担当する。 

（６）防災担当(理事)以外の役割 

① 図１の業務を担当する。 

② 機能不全となった被災地区の統括支援を担当する。 

（７）薬剤師班班長（災害拠点薬局）の役割（表８） 

 ① 発災直後は近隣薬局の状況を収集し、報告する。（報告先：薬剤師会災害

対策本部、災害薬事センター）書式： 発災時状況報告  

② 指定された緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所の状況報告をす

る。（報告先：薬剤師会災害対策本部、災害薬事センター） 

 ③ 備蓄している医薬品、一般用医薬品、医療衛生材料（がある場合）を確認、

提供する。 

 ④ 参集する災害活動薬剤師を取りまとめ、医療救護活動を実施する。 

（８）災害活動薬剤師の役割（表９） 

 ① 指定された緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所に参集する。 

 ② 薬剤師班班長の指示の下、医療救護活動を実施する。 

 

 

３）薬局の役割 

（１）災害拠点薬局（表８） 

  ① 緊急医療救護所、または震災時医療拠点において活動する薬剤師班の拠

点とする（７２時間まで）。 

  ② 緊急医療救護所、または震災時医療拠点の状況を薬剤師会災害対策本部、

災害薬事センターへ報告する。 

  ③ 備蓄された医薬品、一般用医薬品、医療衛生材料を用いて医療救護活動に

参加する。但し、「災害救助法」の適用を確認後に活動する。 

 

（２）薬局 

① 発災直後の状況を災害拠点薬局に報告。書式： 発災時状況報告 

② 地域防災計画に基づく医療救護活動を主体に行う。 

③ 1週間以降に平時の業務へ徐々に移行する。 
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町
薬
災
害
対
策
本
部
本
部
長 

災害担当以外の理事 

（総務、在宅） 

災害担当理事 

災害担当以外の理事 

（生涯教育、学薬） 

役員・職員状況確認 

三役師会連絡 

資材調達 

 

災害状況確認 

町田市内活動状況収集 

町田市災害対策本部連絡 

薬剤師班受入 

都薬対応 

被災・支援状況把握 

町田市内活動状況収集 

医薬品供給状況把握 

職員状況把握 

三師会連携 

会外組織対応 

資材調達 

 

薬剤師班受入 

都薬対応 

卸店対応 

発災～７２時間 ～１週間 

図１  町田市薬剤師会災害対策本部（町薬災対本部）指揮命令系統 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

８．備蓄用医薬品及び医療衛生材料、供出薬 

 １）ネットワーク薬局（表８） 

 （１）ネットワーク薬局の協力 

   ①発災時に災害拠点薬局を補佐する薬局としてネットワーク薬局を指定す

る。 

   ②ネットワーク薬局は、災害拠点薬局の薬剤師班班長（以下、薬剤師班班

長）の求めに応じ協力すること。 

 

 （２）備蓄用医薬品及び医療衛生材料共同管理者 

   ①ネットワーク薬局に所属する薬剤師１名を備蓄用医薬品及び医療衛生材料

共同管理者（以下、共同管理者）とする。 

   ②共同管理者は、薬剤師班班長と共に備蓄用医薬品及び医療衛生材料の管理

確認を行う。 

 

２）備蓄用医薬品及び医療衛生材料（表 10） 

 （１）備蓄用医薬品及び医療衛生材料の管理 

   ①薬剤師班班長は、共同確認者と共に町田市から委託されている備蓄用医薬

品および医療衛生材料を継続的に管理する。（表９） 

   ②薬剤師班班長は、共同確認者と共に管理している備蓄用医薬品、医療衛生

材料について、毎年 9月 1日現在の状況を確認・報告する。 

   ③備蓄用医薬品は、ランニングストックを原則とするが、期限の切れたもの

については適宜交換すること。 
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   ④医療衛生材料は、9月 1日時点で使用期限が 1年未満のものは交換対象とす

る。尚、使用期限のないものについては、それを管理する薬剤師班班長と

共同管理者の判断により交換対象とすること。 

   ⑤備蓄用医薬品及び医療衛生材料購入にかかった費用は「災害時備蓄用医薬

品購入報告書」にて毎年 3月 31日までに事務局に報告すること。 

 

 ３）供出薬 

 （１）供出薬の考慮 

   ①緊急医療救護所及び震災時医療拠点にて使用する医薬品等は町田市から支

給されている備蓄用医薬品を優先するが、不足または欠品している場合、

災害拠点薬局及びネットワーク薬局に在庫している医薬品の供出を考慮す

る。 

 
 （２）供出薬の補償 
   ①使用された供出薬は災害救助法により補償される。 

 
 

９．発災時の対応 

 １）発災直後：超急性期（～７２時間） 

（１）業務時間内に発災した場合 

① 直ちに町田市薬剤師会災害対策本部を立ち上げる。 

② 「災害救助法」の適用を確認。 

③ 町田市薬剤師会災害対策本部長の直轄下に災害薬事コーディネーターを置

く。（災害医療コーディネーターを医薬品供給面等から補佐） 

④ 町田市薬剤師会災害対策本部の機能維持のため第１次出動役員（表５参

照）は震度５強以上で町田市薬剤師会事務局に自動参集する。 

⑤ 震度６弱以上の場合、災害活動薬剤師班登録者はあらかじめ指定された活

動拠点（緊急医療救護所、震災時医療拠点等）に自動参集する。 

⑥ 町田市薬剤師会員に報告する。 

⑦ 役員、職員、地区内の薬局、地区薬剤師会会員の安否確認を行う。

（ALSOK 安否確認システム及び MCS） 

⑧ 地区内の被害状況や緊急医療救護所、震災時医療拠点、救護連絡所の設置

状況等を把握するための情報収集体制を確保する。 

⑨ 情報の収集 

・地区内の情報収集に務める。（都薬からの医療救護活動に関する問い合

わせや災害医療コーディネーターからの問い合わせに対応） 

⑩ 情報の報告 

・情報は災害薬事コーディネーターをとおし災害対策本部に報告する。 

⑪ 薬剤師班の派遣と要請 

・収集した情報を元にして、地域内の被災状況及び医療救護活動状況を災

害医療コーディネーターと打ち合わせ、薬剤師班の編成及び派遣場所の

検討を行う。 
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・収集した情報に基づき都薬へ電話又はメールで、必要な数の薬剤師班の

派遣を要請する。（概ね７２時間を目途）。 

 

⑫ 支援体制整備までの時間 

・概ね７２時間の間における医療救護体制は、町田市薬剤師会があらかじ

め決められた地域の防災協定に従って、初期活動をする。 

・この間は、災害薬事コーディネーターの指示で医療救護活動を行う。 

・被害状況によっては複数箇所に災害薬事センターを設立する。その場合

主となる災害薬事センターの災害薬事コーディネーターを統括災害薬事

コーディネーターとし、統括災害薬事コーディネーターが全体の責任者

となる。 

・災害薬事センターの設置数等に合わせた員数（交代要員は含む）に出勤

を要請しておく。 

⑬ 医薬品の供給と救護活動 

・外部からの医薬品、衛生用品などの供給が期待しにくい期間となるの

で、この期間内は備蓄医薬品にて医療救護活動を行う。不足する場合

は、近隣の薬局から供出された医薬品により医療救護活動を行う。 

・近隣の薬局からの医薬品供出は災害薬事コーディネーターの判断により

災害薬事コーディネーターから要請する。 

・医薬品を供出する場合、薬局の管理者は医薬品リストを作成しておくこ

と。 

⑭ 災害拠点薬局（薬剤師班班長） 

 ・発災後、指定された緊急医療救護所、震災時医療拠点の状況を確認し災

害薬事コーディネーターに状況を報告する。 

 ・備蓄されている医薬品、一般用医薬品、医療衛生材料などにより急性期

の医療救護活動を行う。 

⑮ 災害活動薬剤師 

 ・発災後、指定された緊急医療救護所、震災時医療拠点に参集し統括者お

よび薬剤師班班長の指示に従い医療救護活動を行う。 

（２）業務時間外に発災した場合 

・第１次出動者（表６）は自動参集し、町田市薬剤師会災害対本部を立ち

上げ、直ちに下記の業務を参集した員数により順次開始する。 

➢ 町田市薬剤師会事務局の被害状況の確認 

➢ 役員及び職員の安否確認 

➢ 被災地区の情報収集 

 

２）急性期以降  

（１）急性期～亜急性期（４日目～１カ月） 

① 町田市薬剤師会災害対策本部の機能を維持する。 

・町田市薬剤師会災害対策本部の機能維持のための人員確保に努める。 
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② 情報の収集・分析と報告 

・引き続き、地区内の情報収集に務める。（都薬からの医療救護活動に関す

る問い合わせや災害医療コーディネーターからの問い合わせに対応） 

・医薬品流通に関する情報を収集し分析を行う。 

・収集した情報の要旨及び分析結果を「活動状況総括報告書」にて都薬に報

告する。 

③ 問題の抽出と薬剤師班の受け入れ 

・問題が発生した場合、基本的には災害薬事コーディネーターが東京都災害

薬事コーディネーターと協議して、問題解決を図る。 

・医薬品等の円滑な供給を確保するため、医薬品卸店と医薬品等の流通に関

する協議を行い、結果を「問題発生・解決報告書」にて都薬に報告する。 

・都内薬剤師班の派遣場所等の割り振りを行う。 

・都薬より派遣された道府県薬剤師会支援班に活動場所を指示する。 

④ 医薬品の供給と救護活動 

 ・この期間以降は医薬品卸業者から医薬品が提供されるので、それによって

医療救護活動を行う。 

・医薬品等の発注は災害薬事コーディネーターを通して行う。 

 

 

３）慢性期以降（１ヵ月～） 

① 町田市薬剤師会 BCP に従った町田市薬剤師会の機能回復を目指す。 

・機能回復のための人員確保と環境整備に努める。 

・慢性期には、町田市薬剤師会の全機能の回復を目指す。 

 

② 町田市救護活動の機能維持 

・町田市薬剤師会が対応する救護活動の機能維持のため、薬剤師班の派遣を

継続的に要請する。（機能回復のめどが立つまで） 

 

10．業務継続に向けての具体的対策 

１）超急性期（発災～７２時間）における対策  

（１）役員・職員の安否確認 

・業務時間内に災害が発生した場合は、事務局が役員・職員の安否確認を行

う。（ALSOK 安否確認システム） 

・業務時間外の場合、役員・職員は、発災後速やかに携帯メール等で事務局

に状況報告を行う。 

（２）事業継続のための人員確保 

・重要業務を遂行するための最低限の人員（役員３名､事務局２名）を確保す

るため、参集可能な役員・職員を事前に調査しておく。（表５、表６） 

・夜間に発災した時は、職員は指名者以外の参集行動を行わず、翌朝１０時

までに参集する。 

・超急性期における災対本部での従事体制は７２時間勤務とする。  
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11．ＢＣＰの内容の周知、改定及び訓練 

１）ＢＣＰ策定及び改定に関する委員会  

（１）委員会の役割 

① 業務継続のための基本方針の決定又は状況の変化に基づく改定を行う。  

② 基本方針に基づいた構成員の役割分担を定め、業務継続のための準備を行

う。 

（２）委員会の構成 

担当副会長、担当役員３名、事務局１名で構成する。 

（３）ＢＣＰの改定の決定 

ＢＣＰ策定及び改定委員会（防災担当部会）で協議し、理事会の承認を受

ける。 

２）ＢＣＰに基づく訓練  

（１）毎年９月１日前後の日曜日（東京都の防災訓練日）を訓練日とする。  

（２）夏季・冬季（６カ月毎）を目安に災害対策資材を防災担当役員及び全職員

で点検する。消耗資材の交換及び機材の使用訓練を行う。  
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12．被害の想定 

想定地震・震度 

想定する地震 多摩直下地震 想定される震度 ６強 

 

表２ 会館周辺地域の被害状況の想定 

対象区分 

        被害（利用可否）    ○：利用可 ×：利用不可 

3 時間 6 時間 12 時間 24 時間 3 日 7 日 14 日 
1 カ

月 

ライフ 

ライン 

電気 × × × × × ○   

電話（固定） × × × × × ○   

電話（携帯） × △ △ △ ○    

インターネット × × △ △ ○    

上水 × × × × × × × ○ 

下水 × × × × × × × ○ 

ガス × × × × × × × ○ 

道路 道路通行(車) × × × △ △ ○   

液状化  × × × × × × × × 

鉄道 小 田 急 線  × × × △ △ ○   

 J R 横 浜 線  × × × △ △ ○   

 田園都市線 × × × △ △ ○   

 京王相模原線 × × × △ △ ○   

          

その他特記事項 
（周辺での火災発生 

の有無等） 

 

 

 

  

参考：ライフラインの復旧期間イメージ 

電 力 復旧まで概ね 1 週間程度 

通 信 復旧まで概ね 2 週間程度 

ガ ス 復旧まで概ね 1～2 カ月程度 

上水道 復旧まで１カ月以上 

下水道 復旧まで１カ月以上 

（出典：「首都直下地震等による東京の被害想定報告書」東京都防災会議） 
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表３ 町田市薬剤師会事務局の被害状況の想定 

対象区分 被害 

建物 
外装：大半が剥落 

周辺：影響なし。 

建物内部 
（天井、ガラス、 
電気設備等） 

天井：一部破損       扉：歪みがあり開閉不能 

ガラス窓：一部破損 

照明：一部破損 

設備 

トイレ: 使用不能       

給排水: 供給停止 

電気：停電 

ガス：停止 

 

 

食 料 
  ・ 
資材等 

保管分 食料：５人×３回×３日 
調達の 
見通し ４日目以降コンビニ等が営業開始予定 

人員 

職員 

の被害 
重傷者なし。 

理事者・ 

職員の 

参集 

参集予測（表４、５、６、７、８より作成） 

発災 区分 3 時間 6 時間 12 時間 24 時間 ３日間 1 週間 

業務 

時間中 

理事者 16% 20% 45% 45% 60% 75% 

職 員 100% 100% 100% 50% 50% 50% 

優先者 100% 100% 100% 100% 80% 80% 

業務 

時間外 

理事者 12% 20% 50% 60% 80% 80% 

職 員 50% 50% 50% 50% 50% 50% 

優先者 80% 100% 60% 70% 80% 80% 
 

応援の 
見通し 他県からの応援は３日目以降 

その他・特記事項 
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表４ 参集場所及び業務内容 

役 割 
場 所 

内 容 

薬剤師会災害対策本部長 

薬剤師会災害対策副本部長 

薬剤師会事務局 

（参照Ｐ３、６） 

災害薬事コーディネーター 
災害薬事センター 

（参照Ｐ４、６） 

防 災 担 当 

町田市災害対策本部 
災害薬事センター 

災害対策本部の補佐 
災害薬事センター業務 

災害薬事コーディネーター 

役 員 ・ 職 員 状 況 確 認 

薬剤師会事務局 

役員・職員の活動状況の確認 
適切な配置への提案 

薬 剤 師 班 受 入 れ 

薬剤師会事務局 

受入れた薬剤師班に関わる事項 
案内、要望の対処 
活動状況の確認 

都 薬 対 応 

薬剤師会事務局 

都薬の窓口として対応 
薬剤師の派遣などの取りまとめ 

三師会・会外組織対応 

薬剤師会事務局 

三師会等の窓口として対応 
周辺同行の情報を取りまとめる 

資 材 調 達 

薬剤師会事務局 

医薬品以外の資材調達 
会計業務 
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参考： 参集可否の判断目安 

自宅からの距離  参集可否の判断例 

～10km  参集可能 

10km～20km  参集可能性 50％ 

20km～  参集不可能 

 

表５ 業務時間内に発災した場合の第１次出動役員  

氏 名 役 職 
災害 
主担 

勤務先 
からの 
距離 

参集に係わる 

特記事項 

井 上 副会長   0km  

鯨 岡 副会長 ○ 2.4km 30 分 

髙 田 理 事 ○ 3.4km 43 分（自宅より） 

森 永 理 事 ○ 3.0km 40 分 

     

     

     

     

     

 

表６ 業務時間外に発災した場合の第１次出動者（６時間以内） 

氏 名 役 職 
災害 
主担 

自宅 
からの 
距離 

参集に係わる 

特記事項 

鯨 岡 副会長 ○ 1.7km 21 分 

髙 田 理 事 ○ 3.4km 43 分 

橋 本 理 事 〇 4.5Km 59 分 

森 永 理 事 〇 0.6Km 08 分 

 山 田 理 事 〇 4.5Km 59 分 
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表７ 発災時の役割分担及び役職 

役割分担及び役職 氏  名 

薬 剤 師 会 災 害 対 策 本 部 長 佐藤 

薬剤師会災害対策副本部長 鯨岡 

統括災害薬事コーディネーター ― 

災害薬事コーディネーター 佐藤 

防 災 担 当 鯨岡、髙田、橋本、森永、山田 

役 員 ・ 職 員 状 況 確 認 井上、佐久間、髙田 

薬 剤 師 班 受 入 れ 鯨岡、橋本、森永 

都 薬 対 応 井上、長田 

三 師 会 ・ 会 外 組 織 対 応 大谷、加部、関本、安岡 

資 材 調 達 髙橋、土志田、山田 

  

 

表８ 災害拠点薬局とネットワーク薬局

 

No.
震災時医療拠点

拠点病院
災害拠点薬局 ネットワーク薬局

1 相原小学校
ヤマグチ薬局

町田相原店
たまさかいエール薬局

2 町田慶泉病院
薬樹薬局

オガワ
金森あさひ薬局

3 町田脳神経外科 桜薬局 つばさ薬局 町田店

4 町田病院
ひので薬局

町田店
―

5 町田胃腸病院 恭栄薬局
クオール薬局

町田旭町店

6 あけぼの病院
なの花薬局

町田中町店
―

9 成瀬台小学校 オリーブ薬局 ―

7
ふれあい

町田ホスピタル

陽だまり薬局

町田店
―

8 大蔵小学校 イワナガ大蔵薬局 しんわ薬局 大蔵店
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表９ 災害活動薬剤師名簿 

 

No 資格取得年度 薬局名 漢字氏名 No 資格取得年度 薬局名 漢字氏名

1 2018年度 綾部薬局 瀬谷　雅行 45 2019年度 長田　哲治

2 2018年度 いずみ薬局 高橋　克也 46 2019年度 クオール薬局　成瀬台店 今村　真紀

3 2018年度 オリーブ薬局 佐久間　泰亘 47 2019年度 しんわ薬局　大蔵店 吉澤　一彦

4 2018年度 かねこ薬局 金子　實 48 2019年度 なの花薬局　町田森野店 大畑　邦章

5 2018年度 さかい調剤薬局 酒井　令子 49 2019年度 陽だまり薬局　町田店 堀谷　尚古

6 2018年度 しらゆり薬局 日高　恵子 50 2019年度 ひので薬局　町田店 村上　真実

7 2018年度 佐藤　康行 51 2019年度 ひので薬局　町田店 依田　明

8 2018年度 たまさかいエール薬局 橋本　登 52 2019年度 鶴が丘ガーデンホスピタル 田原　美恵

9 2018年度 ハートフル薬局 川口　雄一郎 53 2019年度 イワナガ大蔵薬局 山本　優太

10 2018年度 ひので薬局　金井店 関根　克敏 54 2019年度 かねこ薬局 松井　綾

11 2018年度 おれんじ薬局 井上　俊 55 2019年度 かねこ薬局 金子　シズエ

12 2018年度 大谷　芳彦 56 2019年度 クオール薬局　町田旭町店 髙木　奈美子

13 2018年度 小島　誠 57 2019年度 クオール薬局　町田旭町店 正岡　亜弥子

14 2018年度 綾部薬局 江藤　不二子 58 2019年度 陽だまり薬局　町田店 竹内　敦子

15 2018年度 イワナガ大蔵薬局 鯨岡　健人 59 2019年度 南町田病院 小林　仁

16 2018年度 金森あさひ薬局 千貫　万知 60 2023年度 セイワファーマシー町田在宅センター 山下　彩　

17 2018年度 竹ノ内　幸代 61 2023年度 玉川学園薬局 島畑 聡子

18 2018年度 （有）ケーエム 小島　章宏 62 2023年度 玉川学園薬局金井店 酒井 昌子

19 2018年度 （有）ケーエム 白井　賢治 63 2023年度 なの花薬局町田中町店 齋藤 裕美

20 2018年度 ケーエム薬局　山崎店 髙橋　健太 64 2023年度 ミライのくすり屋さん 松沢 良馬

21 2018年度 調剤薬局ケーエム緑山店 有馬　由佳 65 2023年度 多摩丘陵病院 石井 紀彦

22 2018年度 しんわ薬局　野津田店 石渡　由夏 66 2023年度 長谷川病院 関本　司

23 2018年度 恭栄薬局 森永　ゆかり 67 2023年度 昭和薬科大学 菊池 千草

24 2018年度 大村　昌子 68 2023年度 昭和薬科大学 髙田 公彦

25 2018年度 つばさ薬局　町田店 藤原　有紀 69 2023年度 フレンズ調剤薬局 草薙 圭恵

26 2018年度 山田　真也 70 2023年度 桜薬局 山田 千景

27 2018年度 本町田調剤薬局 安留　保

28 2018年度 薬樹薬局　オガワ 飯田　郁雄

29 2018年度 薬樹薬局　町田旭町 野口　幸司

30 2018年度 薬局ウェルファーマシー 伊藤　愛

31 2018年度 ヤマグチ薬局　町田相原店 三上　沙織

32 2018年度 紳薬局 井上　久美子

33 2018年度 イヌイ薬局 光井　理都子

34 2018年度 山根　喜代美

35 2018年度 いずみ薬局 飯塚　凜

36 2018年度 しんわ薬局　大蔵店 渡邊　可奈

37 2018年度 つばさ薬局　町田店 大塚　玲子

38 2018年度 もりの調剤薬局 田所　佳代子

39 2018年度 薬樹薬局　オガワ 堤下  友理香

40 2018年度 薬樹薬局　オガワ 久保木　雅

41 2018年度 薬樹薬局　成瀬 森田　博樹

42 2018年度 駅前薬局 渡辺　愛 →未確定

43 2018年度 ケーエム薬局　山崎店 藤村　由紀

44 2018年度 町田市保健所 金子　芳枝 →退会者
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表 10 災害時備蓄医薬品および医療材料（参照：災害拠点薬局 イワナガ大蔵薬局） 

カテゴリー 品名　 規格 備蓄量

ゲンタマイシン硫酸塩軟膏0.1％「イワキ」 10g/本 30

リンデロンVG軟膏0.12% 5g/本 20

ｱｽﾞﾉｰﾙ軟膏0.033% 20g/本 20

ロキソプロフェンＮａテープ50㎎「ユートク」 7枚/袋 30

インドメタシンクリーム１％「サワイ」 25g/本 20

ポピヨドン液10%(吉田製薬) 500㎖/本 5

消毒用エタノール「ケンエー」 500㎎/本 5

大塚生理食注 500㎖/瓶 20

ロキソプロフェン錠60㎎「EMEC」 1錠 100

カロナール錠200 1錠 300

ピーエイ配合錠 1錠 100

フスコデ配合錠 1錠 100

小児用ペレックス配合顆粒 1ｇ 50

止瀉薬 ロペラミド1㎎「EMEC」 1錠 20

消化性潰瘍 ファモチジンD錠10㎎「サワイ」 1錠 20

血管拡張剤 ニフェジピンⅬ錠10㎎「サワイ」 1錠 20

ケフラールカプセル250㎎ 1C 50

ｱﾓｷｼｼﾘﾝカプセル250㎎「日医工」 1C 50

ｾﾌｶﾍﾟﾝﾋﾟﾎﾞｷｼﾙ塩酸塩小児用細粒10% 0.5ℊ/包 50

商品名 包装 備蓄量

綿球(アズワン消毒セット) 20袋入/箱 2

滅菌ガーゼ(スズケン折りたたみガーゼ）5㎝×5㎝ 100枚入/箱 1

伸縮包帯(アズワンベスケア伸縮包帯 3号） 10巻/箱 1

弾性包帯(Ｌ‐WEAVE 3号) 6巻入/箱 2

ネット包帯（スズケンリープレス　3号） 25㎜×20m/箱 1

三角巾（長谷川綿行三角巾　大） 1枚/袋 5

三角巾（長谷川綿行三角巾　中） 1枚/袋 5

絆創膏（サージカルテープ優肌絆GS　12㎜×9m） 24個/箱 1

絆創膏（サージカルテープ優肌絆GS　25㎜×9m） 12個/箱 1

サージカルマスク(KenzサージカルマスクJ175㎜×90㎜) 50枚/箱 2

ディスポ手袋（減菌M）JMSディスポグローブ(滅菌済) 100枚入/箱 1

ディスポ手袋（減菌L）JMSディスポグローブ(滅菌済) 100枚入/箱 1

ステリストリップスキントーンスキンクロージャー 3本/袋×10袋 1

外用薬

解熱鎮痛剤

感冒薬

抗生物質

衛生材料

 
注意１）緊急医療救護所では医療用医薬品のみ備蓄。衛生材料は災害拠点連携病院内にてラ

ンニングストックしている。災害拠点薬局のない緊急医療救護所ではすべて災害拠

点連携病院にてランニングストックしている。 

注意２）医療用医薬品の品名や成分は災害拠点薬局のランニングストック状況により変更あ

り。 

 

 



20 
 

13．平時からの準備 

１）通信手段の確保 

薬剤師班活動をする上で、下図の連絡体制の確保が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）災害対策用資材等の備蓄 

３）地域医療連携に関わる事前協議（三師会連携） 

４）町田市との事前協議 

５）町田市薬剤師会は災害拠点連携病院（緊急医療救護所）、震災時医療拠点、

及び町田市薬剤師会事務局、市庁舎を緊急時の参集場所として指定し、周知 

６）集合場所の被災を考慮し、複数の集合場所に順番をつけて設定 

７）集合場所の被害状況を先行して確認・伝達をするための担当者等を設定 

８）担当者全員が集合場所等の変更に関する情報を共有できる対応策を検討 

９）災害拠点薬局を指定し、備蓄薬等（医療用医薬品、一般用医薬品、医療衛生

材料）を確保 

10）災害活動薬剤師の登録し、災害時活動薬剤師証を発行 

11）薬剤師の職種を明確にするための青色ベスト、ヘルメットを整備 

12）近隣薬剤師会との協力関係の構築 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都薬 

災害対策本部 

 町田市薬剤師会 

災害対策本部 

 町田市 

災害対策本部 

     

災害薬事センター 

災害薬事コーディネーター 

 町田市医療救護活動拠点 

 町田市災害医療コーディネーター 

     

 薬剤師班班長 各薬剤師 
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災害拠点薬局     宛          発災時状況報告用紙  
薬剤師会災害対策本部 宛 

 

被災状況報告 

薬 局 名  

報告者名   

確 認 時 発 災 直 後  ・  約   時 間 後  

■ 外傷者の有無 

 □ 外傷者なし 

 □ 外傷者あり：本人・従業員・他（        ） 

 

■ 建物等の被害状況（倒壊、火災等） 

 □ 被害なし 

 □ 被害あり：営業 可能・困難・不可能 

詳細： 

■ 電気、水道、ガス等の供給状況 

 電気：供給 あり・なし 

 水道：供給 あり・なし 

 ガス：供給 あり・なし 

■ 道路状況（通行の可否、信号の状況、事故、渋滞状況等） 

 □ 通常通り 

 □ 異常あり 

   詳細： 

■ 通信機器、伝達方法 

 固定電話  使用 可・不可 

 携帯電話  使用 可・不可 

 ＦＡＸ通信 使用 可・不可 

 電子メール 使用 可・不可 

 そ の 他 使用 可・不可（衛星電話・無線通信・他

（      ）） 

ＦＡＸ ０４２－７０８－９１８２ 

ＴＥＬ ０４２－７０８－９１８１ 

E-mail info＠machiyaku.jp 

発災時、各薬局は被災状況を災害拠点薬局に報告 

災害拠点薬局は被災状況を取りまとめ薬剤師会

災害対策本部に報告 

 


